
川崎市立図書館では、電子図書館のサービスを行っています。
電子図書館とは、インターネットに接続して電子書籍を読むことができるサービスです。
川崎市立図書館の貸出カードとパスワードをご登録の方（川崎市内に在住・在勤・在学の方に
限ります。）は、お持ちのスマートフォン、パソコン、タブレット端末などからいつでもどこでも利用す
ることができます。GIGA端末からもご利用いただけます。

≪朝読や授業で、電子書籍をご利用いただけます≫

児童・生徒の学校図書館ＩＤを用いて、電子図書館の利用登録ができます。
（川崎市立図書館の貸出カードを作る必要はありません。）
学校単位での申請をお願いします。（学年単位、クラス単位での申請は受けておりません。）

申請は所在区の図書館の電子図書館担当へお申し出ください。
申請に必要な「授業利用登録申請書」をお渡しします。

【登録の流れ】
１．電子図書館「授業利用登録申請書」（校長名による申請）を所在区の図書館へ提出する。
メール・FAXでの提出も可能です。

２.図書館が指定するイントラネット共有ファイルサーバ（庁内特殊フォルダ）のフォルダへ
所定の様式のExcelシートを提出する。

Excelシートには、次の情報を入力いただきます。
①学校図書館で使用している貸出カード番号
②西暦生年月日
③入学年度

３. 登録完了後、図書館から学校に連絡する。
申請から概ね10日後にご利用いただけるようになります。

★どんな本があるの？
調べものの本や読みものなどの児童向けコンテンツが約1,700点登録されています。
多言語で書かれた昔ばなしや、動いたり音が出たりする絵本なども楽しめます。
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★「かわさき電子図書館」を授業で利用するには？

★どうやって読むの？

「借りる」ボタンをクリックすると、「借りている資料一覧」の中に入ります。
一度に借りられる点数は3点で、貸出期間は2週間です。
読み放題のコンテンツには「借りる」ボタンはありません。
「読む」ボタンからすぐに本を開くことができます。

「借りている資料」から「読む」ボタンを押すとページが開きます。

ほかの方が借りている場合は「借りる」ボタンが「予約」ボタンになります。
「予約」ボタンを押すと、「予約している資料一覧」の中に入ります。
予約の順番がくれば「借りる」ボタンを押せるようになります。

約280点の読み放題（同時に何人でも閲覧できる）コンテンツもご用意しています。
読み放題コンテンツには青い鳥文庫や講談社や学研の朝読におすすめのパックがございます。


